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大学とは
コロナ禍で再認識されたこと、「大学と
はコミュニティー」
　2020年度は、手探りで始めたオンラ
イン授業等、激動の一年だった。しか
も、学生に不自由を強いるだけでなく、
前例のない個別試験の中止等で受験
生・保護者、高校関係者にも影響を与
えるなど、心の晴れる日はなかった。ま
た、これほど「大学とは?」と考えさせら
れたこともなかったと思う。
　キャンパスのメインストリートに学
生が一人もいない日が何カ月も続いた
ことには心が痛み、大学人になって30
年、初めてある種の寂寥感も感じた。こ
れまで当たり前とされてきた大学のコ
ミュニティーを機能させられないもど
かしさもあった。大学とは、教育・研究
を通じたコミュニティーであることを
あらためて痛感した。
　同じことは、昨年の7月の段階で、本
学の規模としてはかなりの寄附金が集
まったことでも気づかされた。多くの
卒業生からたくさんの支援をいただ
き国からの助成とは別に千名を超える
困窮学生に一人当たり一律5万円を支

給できた。大学とは卒業生も含めたコ
ミュニティーなのだ。
　今年に入り、キャンパスは昨年度に
比べいくらか落ち着きを取り戻してい
る。心配された入試も、大幅な志願者減
とはなったが、5学部すべてから、例年
と比べて入学者の状況に変化はないと
の報告を受けている。これは予備校等
の追跡調査とも符合しているようだ。
　予想外だったのは、3月末ギリギリ
に私の記憶では初めて実施した2次募
集で、80名の定員に1300名を超える志

願者が集まったこと。本学が底堅い受
験者層に支えられていること、またい
かに個別試験が大切かを実感した。来
年度入試では安全、安心を担保した上
で従来通り個別試験を実施する予定だ
が、コロナ禍での経験を忘れることな
く、今後の大学運営に生かしていきた
い。またコロナ禍の影響を一番強く受
けている今の2年生に対しては、今後も
様々な角度から引き続き温かく見守っ
ていきたい。

大学トップから高校生へのメッセージ

「実践性」「先進性」「開放性」「国際性」の４つの精神を大学憲章とし、独自の歩みを続ける横浜国立
大学。長年、標語に掲げるInitiative for Global Arts & Scienceは、近年キーワードとされる
STEAM教育にも通じる。みなと横浜を一望する高台に展開する東京ドーム10 ～11個分ともいわ
れるキャンパスは、三ツ沢公園と一体となり広大なグリーンベルトを形成し、横浜市にも貴重な環境を
提供している。この春、≪文理融合≫を掲げて改革をリードしてきた前学長を引き継いだのが梅原出
先生。いままで進めてきた教育と研究の両方の改革をさらに進化させ、≪知の統合≫として学生目線
の改革を目指す。また今春の個別試験中止を「苦渋の選択だった」と振り返る新学長に、ポストコロナ
へ向けてのさらなる改革、受験生へのメッセージ等をお聞きした。

企 画・ 広 告 の お 問 い 合 わ せ は

ユニバースケープ（株）
info@universcape.co.jpまで

横浜国立大学学長

梅原　出先生

P r o f i l e

1987年3月富山大学理学部 卒業、
1989年3月同大学院理学研究科修
士課程 修了。1992年3月筑波大学
大学院工学研究科博士課程 修了。
1992年4月横浜国立大学工学部 教
務職員、1994年4月同 助手、2000
年7月同助教授、2009年10月横浜
国立大学大学院工学研究院教授、
2019年4月横浜国立大学 理事（研
究・評価担当）・副学長、2020年4月 
同（研究・財務・情報・評価担当）・副学
長。2021年4月より現職。専門は固
体物性物理学‐超伝導、磁性。桃山学
院高等学校出身。

横浜F・マリノスから寄贈された人工芝と夜間照明設備。また常盤台インターナ
ショナルレジデンスは、建設・運営をすべて外部事業者で実施。経営そのものも
外部委託し、「税金を投入せず土地の有効活用を図るという国立大学の新しい
手法」と梅原学長。

環境配慮促進法による義務付
け前から「エコキャンパス白書」と
して発行してきた環境報告書は、
2021年で20号目となる。

2022年９月に創立130年を迎える
学校法人松蔭女子学院

神戸松蔭女子学院大学
Society5.0のWell-beingのために

STEAMの学びで、
未来を切り拓く力を
その１　特別寄稿
21世紀、学びの主役は君だ!
中島　さち子 氏
その2　対談
個に応じたSTEAM教育を
―教育の構造変容に期待
経済学者 西村和雄 先生 ×
社会学者 杉本厚夫 先生

あらためてどうなる？
これからの大学入試
特別寄稿1
大丈夫？英語資格・検定試験の
個別選抜での活用促進 
特別寄稿2
どうなる2025年度入試！？
――新しい教科「情報」をめぐって
連載 16歳からの大学論
特別編 STEAM Association 設立！

「無知の知」の体現こそ
京都大学准教授 宮野公樹 先生

奨学金特集

大学ジャーナルオンラインから

新しい教育への挑戦
東京都市大学の
新ファンクション（機能）プログラム
ゲームチェンジ時代の
製造業を切り拓く

「ひらめき・こと・もの・ひと」
づくりプログラムとは？その3
PBL授業「ひらめきづくり（１）」
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独自の教育改革を加速

　現行の大学入試制度の中では、首都圏
に位置し、かつ後期日程の定員を多く維
持している大学としては、入学した学生
にいかに学ぶ意欲を与えるか、言いかえ
ればいかに教育力を高めるかは長年の課
題だ。本学では前期日程、後期日程それぞ
れによる入学者について、入試の成績と
在学時の成績の相関を調べてきた。ここ
で明らかなのは、入学後、どれだけしっか
り勉強するかが卒業時の成績を左右する
ということだ。地頭が良かったり基礎学
力がしっかり身についた学生が多いのだ
から、当然と言えば当然だが。そこでキャ
リア教育の導入も含め、10年ぐらい前か
ら教育改革を加速してきた【下コラム参
照】。今や、企業からも高い評価を得てい
るから（※1）、冷静に出口まで見通せば、け
して最難関校にひけを取らないとの自負
がある。
　入学後の科目も工夫している。私の専
門は物理だが、多くの学生にとっては、社
会に出て何の役に立つのかが見えにくい
学問かもしれない。手に取るようにわか
る機械系などとは好対照だ。そこで１年
のうちから、『物理科学と先端技術』など
と銘打って、企業から技術者を外部講師
として招き、物理を学んでおくと企業に
入ってからどれだけ役に立つかを講義し

てもらっている。もはや、物理に入ったか
ら物理しかしないのではすまされない時
代でもある。また、神奈川県とタイアップ
し、全学部を対象とした半期で15回、県の
職員による『神奈川のみらい」も開講し
ている。
　PBL（Project based learning:課題解決
型学習などと訳される）など、調べて発表
する授業も増やしている。どれも学科単
位による地道な取組だが、こうした努力
が徐々に実りつつある。

※1　「人事が見るイメージランキング【日経HR調べ】」では、
2020年2位、2021年6位

新たに二つの方針を加え、
知の統合を進めたい

　学長就任時に新たに立てた方針は二
つ。一つは《小さな大学》としての強み
を発揮すること。５学部６大学院体制で
10,000人の学生を抱えながらなぜ？と思
われるかもしれないが、本学は教職系、工
業系、商業系の３つの専門学校が戦後ま
とまってできた大学で※2、文学・医学な
どはカバーしていない。つまり大規模総
合大学とは違うという意味だ。そこで、自
前でないものは外に求める、つまり他大
学との連携に徹していくべきだと考えて
いる。「オープンサイエンス」「オープンイ
ノベーション」※3がキーワードとされる
今は、その絶好のチャンスではないか。特
に力を入れているのが医工連携。理工学
部では「副専攻プログラム（医工学）」も
設ける。今の医療は産業界の提供する機
械なしでは成り立たない。まさに100年の
伝統を有する本学の工業系の出番ではな
いかと思っている。
　第２の方針は、地域との連携の強化。横
浜市、神奈川県にある本学だが、今後はそ
れを強みとする意識をより強化していき
たい。地方国立大学（東京からの距離感
でそう呼ぶとして）の多くは、法人化（※4）

以降、生き残りをかけ地域との連携強化
に涙ぐましい努力をしてきた。本学の場

合は、首都圏にあって地方をイメージし
にくい分、これまで以上にその意識を高
め、さらに取組を強化していかなければ
ならない。神奈川県は長洲一二知事以来、
科学技術政策においては、KSP(サイエ
ンスパーク)、やKISTEC（神奈川県立産業
技術総合研究所）等の開設など、先進的な
取組をしてきているから連携のメリット
は大きい。神奈川ローカルの連携は世界
へつながる可能性を秘めている。
　一方で神奈川県は、横浜、川崎、相模原
という３つの政令都市とともに、三浦半
島や県西には過疎と高齢化に悩む地域も
かかえる。スケールが大きく、直面する課
題も様々で、ある意味で日本の縮図とも
言える。地域のこのような課題先進性と
もいうべき特性に、本学の教育・研究をい
かにコミットしていくか。それをつきつ
めていくことは、日本、世界にコミットし
ていくことにつながるはずだ。
　もちろん基礎自治体の横浜市ともしっ
かり連携していきたい。これまで各教員
による連携は様々あったが、大学全体と
して、より強化したいと考えている。
　全国区で基礎研究を担保するという国
立大学の原則はこれまで通り尊重しなが
ら、小回りを利かした地域連携にもバラ
ンスよく取り組んでいきたい。

※2　1876年設置の横浜師範学校（後に神奈川師範学校）、
1920年設置の横浜高等工業学校（後の横浜工業専門学
校）、1923年設置の横浜高等商業学校（後の横浜経済
専門学校）。

※3　大学や企業が、より大きな成果を狙って、単独ではなく他と連
携して行う科学研究やイノベーションに向けた取組を指す。

※4　2004年4月以降、それまで文部科学省の直轄組織だった国
立大学は、それぞれ独立大学法人に移行した。

入試について

　先ごろ、10年近くに及んだ大学入試改
革論議は、そこで示された改革案を各大
学が個別試験の中で実現することと結論
付けられたようだ。もちろん入試改革が
止まったわけではない。ただ現段階では、
個別試験が重要であるということ以外に
コメントはできない。

先進的な文理融合を図る大学院『先進実践学環』は、「応用AI」「社会データサイエンス」「リ

スク共生学」「国際ガバナンス」「成熟社会」「人間力創生」「横浜アーバニスト」の７つの

ユニークな研究テーマを設け、文系の学生は理系を、理系の学生は文系を学べるというように、

これまで縦割りの多かった大学院に横串を刺す。「もちろん他大学にも『学部・研究科等の組織

の枠を越えた学部プログラム』はあるが、学年定員42名と規模が大きい」と梅原学長。学部教育

でも経済・経営の専門性と高度なデータ処理・統計分析を修得した人材を育てるDSEP（Data 

Science教育プログラム）、法学を中心に経済、経営、データ分析などを幅広く学ぶLBEEP

（Lawcal Business Economics教育プログラム）が今春からスタートし、経済学と経営学の両

方の専門性と英語による実践的コミュニケーション能力を育成するGBEEP（Global Business 

and Economics 教育プログラム）なども以前から開講している。ただ、「いずれにおいても専門性

は担保したい。そうでないと大学で学ぶ意味がない」と梅原学長。

　選抜方法の多様化については、たとえ
ば教員志望者が受験する教育学部では、
教員になりたいという意欲も含めて総合
的に評価するのはいいと思う。一方、理工
系では、たとえば一般的に数学のできな
い物理学者はいないように、学部によっ
て必要な学力を担保しそれを測る入試を
考えていきたい。
　また、本学の学生が首都圏にある私立
大学の学生と比較して大人しいことを捉
えて、理系でもアピール能力、コミュニ
ケーション能力を入試で問うようにして
はどうかというような意見も学内にある
が、コミュニケーション能力は学会での
発表の機会を増やすなど、大学へ入って
からでも鍛えることができる。入試方法
は、あくまで育てたい学生像から考える
べきだし、入試だけではなく、入学以降の
教育改革にも引き続き力を入れていきた
い。

受験生へのメッセージ

　知の統合と世界水準の研究大学を目指
しているから、しっかり学問、研究に打ち
込みたいという人に目指してほしい。環
境は抜群。新たに本学の名称の付いた駅

（※5）もできて東京へも直結するようにな
り、首都圏生活に触れることもできる。
　私自身の受験時代を振り返ると、浪人
時代も含め様々な思い出はあるが、やは
り大事なのは大学へ入ってからだとつく
づく思っている。大学でできることは勉
強だけではない。入ってから楽しく大学
生活を送れるように、けして受験をゴー
ルとは思わないことだ。
　高校、大学時代を通じて勧めたいのは
読書。乱読でいい。私は学校の勉強では、
数学・物理は好きだったが本ばかり読ん
でいた。しかしそれが今、大いに役立って
いる。

※5　羽沢横浜国大駅：2019年11月30日開業。相鉄、JR直通
線の共同使用駅。
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横浜に続き1868年１月１日（慶応３年12月7日）に開港し、
いち早く世界への扉となった神戸は、東京、横浜、大阪と並び、
早くから外国人宣教師等による学校の開設も進んだ。
神戸市では２番目に古く開設された松蔭女学校に始まるのが神戸松蔭女子学院大学。
2022年9月17日には学院創立130年を迎える。
ポスト130年に向けてスタートする新しい取り組みなどについて
待田昌二学長にお聞きしました。

　女性活躍の社会が推進されているが、女
性の置かれている状況はまだまだ厳しい。そ
の中で安心できる場、落ち着いて学べる場を
提供することが、女子大の不変の使命だと思
う。
　ただ、時代が大きく変わる中で求められる
スキルは変化しているので、その対応を急ぎ
たい。
　中でも社会の高度情報化、Society5.0へ向
けて、大学の情報化と学生一人ひとりにICT

（Information and Communication Technology：
情報通信技術）のリテラシーをつけてもらう
ことは喫緊の課題だ。ICTは、力も要らないし
場所も問われない。ジェンダーレスで、女性に
向いている側面も多く、これまでの男性中心
の産業構造を変える可能性が期待される。
　そこで2022年春からは、入学者全員にPC
を 保 持 し て も らうBYOD（Bring Your Own 
Device：自分のデバイスを持ち込む）による
ICT教育を展開する。そのための教室や自習
室の整備も急ピッチで進めている。また全学
生に対して、情報技術を理解し、主体的に活
用できるようになるとともに、社会の課題を
見出して解決方法を提案できる力をつける
ことを推奨する。具体的には『データ理解と
統計科目』と呼ぶ科目群を用意し、2021年後
期からは、その第一弾として、全学共通の『現
代社会とデータ』がスタートする。

　この一年半、本学でも全力でオンライン、
ハイブリッド、ハイフレックスによる教育を
模索してきたが、こうした経験、試行錯誤が
ICT教育に弾みをつけてくれたのは確かだ。
教員だけでなく、学生も機器やソフトの使
い方に習熟したし、ICTの使い方や、ポスト
コロナにおいても有効な学び方についても
数々の示唆を与えてくれたからだ。
　一方、《教育の松蔭》のキャッチフレーズ
のもと、積極的に展開してきたもう一つ
の柱である課外授業やPBL（Project Based 
Learning）、地域貢献型や産学連携活動によ
る課題解決型のアクティブラーニングなど
は、コロナ禍で停滞を余儀なくされた。ただ、
コロナ禍を特殊な要因と考えれば、ここまで
の一連の学部の新設・改編も含め、狙いとし
てきた教育の質の向上に向けた取り組みは、
着実に成果を上げていると手応えを感じて
いる。
　コロナ禍はたしかに、ICT教育の推進に
とっては追い風ではあったが、教育にとって
リアルの効果がいかに大きいかをあらため
て認識もさせてくれた。
　130年の歴史の中でわれわれは、第二次世
界大戦や阪神淡路大震災という大きな災禍
を克服してきた。今またコロナ禍という新た
な災禍の中にあるが、それを克服して教育の
松蔭の歩みを一層加速していきたい。

Be Inspired, Grow and Shine

キャンパスから六甲アイランド、大阪湾をのぞむ

創立130周年学院スローガン

学院創立130周年の節目の年に、これま
でのモットーである“A grain of mustard 
seed”(一粒のからし種)”の成長を動的
に表現するスローガンが必要であると新
たに作成された。一粒のからし種とは、
それに姿かたちを変えながらの成長を期
待して神の愛と恵みの息が吹き込まれる
ならば、やがて鳥が枝に巣を作るほどの

木になるというイエスの約束に由来する
(新約聖書「マタイによる福音」)。130周
年スローガンには、松蔭女子学院という
場での学びと出会いを通して、絶えず自
分を見つめ直して古い殻を破り、新しい
自分を発見することによって個性を確立
し、社会に貢献する、光輝く女性への成
長を促すという教育理念を込める。

130th KOBE SHOINは、神戸市北野町で
産声を上げ、130年の歴史を持つ松蔭女子
学院を意味する。十字架は人間の弱さや苦し
みに寄り添い、人間の罪深さを明らかにするた
めに身代わりとなって亡くなったイエスの十字
架。その4つの方向は、Heart・心、Soul・精
神、Mind・思い、Body・全身を表わし、心を、
精神を、思いを尽くし、全身全霊で神を愛すと
ともに、人間同士、互いに愛し合うことが最も
大切な戒めであることを表す。オリーブの葉は、
ノアの方舟から放たれ戻ってきた鳩が口に加
えていたもので、大洪水が終わり、世界に再び
平和が回復したしるしとされ、円環をなしている
のは、神の無限の愛を表わす。

オリジナルの「神戸松蔭ター
タン」を素材に学生がデザ
インした洋服。タータンの5
色は130年の歴史を象徴。
2021年3月にスコットランド
の政府機関において、正式な
タータンとして登録された。

新しい女子大学の形を求めて
必須のITCスキル、
コロナ禍での経験、試行錯誤も生かしたい

神戸松蔭女子学院大学
待田　昌二学長

2022年９月に創立130年を迎える学校法人松蔭女子学院
神戸松蔭女子学院大学

神戸松蔭タータン

130周年記念ロゴマーク
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『分数ができない大学生』（※１）や「数学受験者は生涯所得が高い」の調査など
で、ゆとり教育だけでなく、理数教育が軽視されていることに警鐘を鳴らし
てこられた西村和雄先生。文系にもAIやデータサイエンスについてのリテラ
シーが求められるようになった今、「歓迎すべきことだが、どちらかに偏るのも
よくない」と、S

ス テ ム
TEM教育を一歩進めたS

ス テ ィ ー ム
TEAM教育に注目されます。一方の

杉本厚夫先生は、『“かくれんぼ”ができない子どもたち』（※２）などで、こどもを
取り巻く社会の変容について警鐘を鳴らされるとともに、遊びやスポーツの
教育効果に着目、OECDのEducation2030の描く教育の未来像に期待を
寄せられます。お二人にSTEAM教育の可能性について語ってもらいました。

STEAMのAは、
AIのA？

杉本：研究者の傍ら、教育実践として
長年、子どもたちと関わってきました
が、最近気になるのが、《かくれんぼ
ができない》だけでなく、キャンプの
初日に「してはいけないことを聞かせ
て」と話しかけてくる子が多いことで
す。
西村：保護者から離れて、「家や学校
ではできないことができる！」とは思
わないのですね。
杉本：冒険できない、そもそも何事も
自分で決められないんですね。
西村：自己決定力が育っていないとも
言える。原因は何でしょう。
杉本：一つには、日頃から正解は一つ
ではないということを教えられていな
いことが大きいと思います。
西村：日本は「人生の選択の自由度が
すくない」との国連の調査報告もあり
ますが、自己選択は成長して幸せな生
活を送るのに欠かせない。そこで最
近、私は同志社大学の八木匡教授と共
同で、自己決定度というものが、幸福
度に影響するのかを調べました【注1】。
すると自己決定力には学歴の8.7倍、
年収の1.4倍の影響力がある。また、ス
ポーツでも、介護やリハビリ、勉強で
も、自分で決めてやるのが一番効率が
いい。もちろん誰もが自分で決めるこ
とができなければいけない、というの
ではありませんが。
杉本：他者に判断をゆだねないのと、
他人に対してだけでなく自分に対して
も嘘をつかない、周囲のウエルビーイ
ング（Well-being）【注2】にも配慮すると
いう要素を加えて、自立（independence 
）と区別して自律（self-discipline）性
という言葉を使います。スポーツで自
己申告、self judgmentを尊重する競技は
これを大事にしています。イギリスで
誕生したゴルフや、スコットランド生
まれのカーリング等では、ファールを
したら自己申告しますね。

西村：ところでSTEAM教育が唱えら
れる背景には、AIの発達に象徴される
情報通信技術の急速な発展、国内では
Society5.0で求められる資質の育成が急
がれることがありますが、こういう時
代だからこそ、創造性はもちろん、自
律性はこれまで以上に求められるので
はないでしょうか。一時、シンギュラ
リティという言葉【注3】が話題になりま
したが、デジタル社会の進化で人類す
べてが幸福になるとは限らない。AIを
使う側、AIに使われる側といった分断
や、所得格差の拡大などの危機も孕ん
でいる。
杉本：自律性は、機械に使われない人
間になるのにはまず必要です。
西村：使う側には強い倫理観が求め
られます。AIやロボットなどを戦争に
使わないとか、バイオ技術で生命の尊
厳を脅かさないとか。STEAMの「A」
をliberal artsと解釈すれば［解説］、
STEAM教育はまさに、自分で物事を判
断し、自分で生き方を決める、何かへ
の従属から自分を自由にするための教
育、あわせて倫理観も涵養するものと
いうことになる。当然、他者と協働す
る力や、利他の精神等の育成も含みま
す。
　このような教育は、社会的に成功す
る、あるいは幸せな人生を送るといっ
たウエルビーイングの観点からも重要
であることが、われわれの行った「基
本的モラルと社会的成功」の調査【注

4】で明らかになっています。ここで明
らかになった基本的モラルとは、「嘘
をつかない」「ルールを守る」「人に
親切にする」「勉強する（働く）」の
4つ。これは哲学者のカントも言って
いたことがその後わかりました。また
経済学の生みの親であるアダム・スミ
スが、「利己主義」が経済行動の動機
づけになることについて書いているこ
とはよく知られていますが、別の本で
は、自分の行動は、想定した第三者の
目から見て是認できるもののみが認め
られるとも書いています。つまり、利

　20世紀終わりから台頭したインター
ネットは、劇的に世界のあり方を変えま
した。誰もが簡単にさまざまな知にアク
セスできるだけでなく、自ら（出版社や
テレビなどを通さずとも）世界に発信で
き、表現でき、つながり、創造・共創でき
る。21世紀には、YouTubeやSNSなども
誕生しました。一方向から双方向への時
代へ…これは学びのあり方・働き方、そ
して人々の生き方・文化を大きく揺るが
せています。
　私は、21世紀は《創造性の民主化時代》
と考えます。 AI時代とは、一人ひとりが
より多様な創造性を発揮できる／すべ
き時代。ただ、社会構造や文化はまだそ
の時代の流れ・ニーズに追いついていま
せん。そのため、世界では、21世紀初頭
からSTEM教育を推進し、何よりも「一方
向・知識暗記型の、正解が一つの学び」か
らの脱却、「探究的な、オープンエンドな

（答えが無数の，多様に開いた）問いを扱
う学び／実社会や日常の課題を扱うプ
ロジェクト型の学び」への移行を目指し
てさまざまな試行錯誤が国単位で行わ
れてきました。　　
　STEMとは、Science（科学）、Technology

（技術）、Engineering（工学・ものづくり）、
Mathematics（数学）の頭文字をとった造
語ですが、その背後にある思想はいわゆ
る「理数教育」とは異なります。「科学や
数学を学ぶ」だけでなく、「科学者や数学
者、コンピュータ科学者のように考え、
エンジニアのように創る」、つまり根底
には、探究や試行錯誤、発見や創造の喜
びの体験をいかに伝えるかを模索しよ
うという考えがあります。日常の中で、
さまざまな疑問や好奇心を持ち、時に仮
説をたてて実験・創造し、試行錯誤する
――、その過程にこそ学び・探究のおも
しろさがあると。
　近年はここにArt（芸術・デザイン）ま
たはLiberal Arts（リベラルアーツ、日本
では一般的に教養教育と訳される）のＡ
を加えたSTEAMという言葉も世界的に
浸透しています。アートの本質とは「自
ら世界を見る新しい視点・問いを生み出
すこと」。つまり、21世紀を生きる学習
者は、「自ら問いや視点を生み出し」かつ

「その解決法や発想を自ら形にしようと
模索する」ことが求められます。その結
果、学びはオープンエンドな問いを扱う
探究となるのです。
　もちろん「知」も大切です。何かを知
ると、それに基づいて創ることが啓発さ
れ、創ろうとする中でさまざまな専門知
に立ち返る必要がでてくる。つまり「創
る」と「知る」との循環が生まれる。中核
にあるのは各自の「ワクワク」。つまり、
自分の興味・関心から発したさまざまな
学びの中で、何かを生み出そうとする原
動力となり、人はその過程でさまざまな
知に出会う。もちろん、これまでに先生
方や学校が模索してきたことは決して
無駄にはならない。ただ、学び方やガイ
ドの仕方、環境の作り方が少しずつ変わ
るだけ。各自が学びの主役になる。学び
は本質的にプレイフルなものであり、そ
れは生涯にわたって私たちの関心事で
あり続ける。
　世界では，STEM・STEAMはK 12（幼小
中高）・大学以上の全年代で重視されて
います。今や、すべての人が《研究者》や

《発明家》、《芸術家》になれる時代がやっ
てきています。高校生のみなさんもぜ
ひ、「（人より）できる・できない」などに
あまりとらわれず、自分の心が少しでも
動き、躍るものに出会ったら、専門家の
ように一歩踏み込んで、うんうんうなっ
て探究してみてください。将来何になる
にしろ、一歩一歩踏み込んで試行錯誤し
た体験は必ずや自分の中で「価値」にな
り、多様な点と点がユニークにつながっ
て、きっと、いつか思わぬ形でいかされ
ます。人より遅くても、なかなかできな
くてもいい。悪戦苦闘した体験こそが、
研究者・芸術家・発明家としてのあなた
を支えてくれます。
　21世紀の学びの主人公はあなたです。
オバマ元大統領がこどもたちにSTEM推
進のスピーチの際に言ったように、「未
来を創るのもあなた」なのです。ぜひ、ワ
クワクドキドキする学び（創造・生き方）
を、自分たちのペースや感性にあわせ
て，時に仲間と協働しながら、さまざま
なことに、さまざまなアプローチで本気
で楽しんでみてください！

特別寄稿

大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー（「いのちを高める」）。内閣府
STEM Girls Ambassador。現在は主に音楽・数学・STEAM（教育）・メディア
アートなどの世界で、国内外にて多彩に活動。ニューヨーク大学Tisch School 
of the Arts, ITP (Interactive Telecommunications Program)修 士。国
際数学オリンピック金メダリスト。明治大学先端数理科学インスティテュート

（MIMS）／東京理科大学客員研究員。文部科学省 教育研究開発企画評
価会議協力者。文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程
部会委員。経済産業省『「未来の教室」とEdTech』研究会研究員。米日財団
日米リーダーシッププログラムフェロー。フルブライター。主な著書に『人生を変
える「数学」そして「音楽」』『音楽から聴こえる数学』（講談社）絵本『タイショウ
星人のふしぎな絵』（絵：くすはらじゅんこ、文研出版）他、主なCDに中島さち子
PianoTRIO ”Rejoice” “希望の花”他。フェリス女学院高等学校出身。

（株）steAm 代表取締役社長
（株）STEAM Sports Laboratory 取締役
ジャズピアニスト・数学研究者・STEAM教育者・メディアアーティスト

中島　さち子 氏

※１　1999年(東洋経済新報社)

STEAMの学びで、未来を切り拓く力を
その1

21世紀、学びの主役は君だ！　

※２　2011年ミネルヴァ書房

杉本厚夫先生：『かくれんぼ…』のタイ
トルを考えた際には『分数が…』から
大いにインスピレーションをいただきと
ても感謝しています。
西村和雄先生：そうでしたか（笑）。
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神戸大学計算社会科学研究センター特命
教授。
19 7 0 年東京大学卒業。19 7 6 年米国ロ
チェスター大学Ph.D.  専攻は数理経済
学 複雑系経済学。2012年紫綬褒章。87
年より京都大学経済研究所。2 010年か
ら同特任教授、2013年現職。1992年から 
Econometric Society、Fellow。2015年から 
International Engineering and Technology 
Institute,Distinguished Fellow。日本学士
院会員。著書は『世界一かんたんな 済学入
門』（講談社）、『ミクロ経済学入門（第２版）』

（岩波書店）など多数。市立札幌旭丘高等
学校出身。

STEAM教育とは？
解   説

経済学者

西村 和雄 先生
社会学者

杉本 厚夫 先生

×

○…STEAM教育については、国際的に見ても、
各国で定義が様々であり、STEM（Science、
Technology、Engineering、Mathematics）
に加わったAの範囲をデザインや感性などと狭く
捉えるものや、芸術、文化、生活、経済、法律、政
治、倫理等を含めた広い範囲（Liberal Arts）で
定義するものもある。
　STEAM教育の目的には、人材育成の側面
と、STEAMを構成する各分野が複雑に関係す

る現代社会に生きる市民の育成の側面がある。
各教科等の知識・技能等を活用することを通じた
問題解決を行うものであることから、課題の選択
や進め方によっては生徒の強力な学ぶ動機付け
にもなる。（中略）
　このためSTEAMの各分野が複雑に関係する
現代社会に生きる市民として必要となる資質・能
力の育成を志向するSTEAM教育の側面に着目
し、STEAMのAの範囲を芸術、文化のみならず、

生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範
囲（Liberal Arts） で定義し、推進することが重
要である。

（中略）
○高等学校においては、新学習指導要領に新た
に位置付けられた「総合的な探究の時間」や「理
数探究」が、
・実生活、実社会における複雑な文脈の中に存
在する事象などを対象として教科等横断的な課

題を設定する点
・課題の解決に際して、各教科等で学んだことを
統合的に働かせながら、探究のプロセスを展開す
る点
　などSTEAM教育がねらいとするところと多くの
共通点があり、各高等学校において、これらの科
目等を中心としてSTEAM教育に取り組むことが
期待される。

（以下略）

他主義を伴わない利己主義は長続きし
ない、基本的モラルを守る方が自分の
ためにもなるとも解釈できるのです。
杉本：これからの予測不能と言われる
社会を生きていく上ではレジリエンス
を育てることも大事ですが、そのこと
にもつながりますね【注5】。

［注１］　Kazuo Nishimura and Tadashi Yagi  
"Happiness and Self-Determination – An 
Empirical Study in Japan", Review of Behavioral 
Economics: No. 4, pp 385-419,2019

［注２］　Well-being：良い在り方の意から、健康
（WHO）や幸福の意に転用され現在に至る。SDGｓ
の項目３にも掲げられている。

［注３］　Singularity；技術的特異点。アメリカの発明
家で人工知能研究の世界的権威であるレイ・カーツワ
イル博士らによる仮設。人工知能（AI）が人間の能力
を超え、それにより人間の生活に大きな変化が起こる
とされる時点。

［注４］　西村 和雄・平田 純一・浦坂 純子・八木 匡
「基本的モラルと社会的成功」Quality Education 
6、2014

［注５］　幼少期の「集団遊び体験」が育てるレジリエ
ントな子――理不尽を乗り越えて（『児童心理』2016
年1月号）の中で、杉本先生は、「保身と自己犠牲の
理不尽を乗り越えるために、失敗のリスクを背負って
挑戦することの体験を通じてレジリエントな子が育つ」

「今、子どもたちの世界は理不尽なことに満ち溢れて
いる。すぐに折れてしまったり、諦めてしまったりする子ど
もが、集団遊びを経験してレジリエントな子に育ってく
れることを願ってやまない」などと書かれている。ちなみ
にレジリエンス（resilience）とは、「回復力」「弾性（しな
やかさ）」を意味する。「レジリエントな」と形容される人
物は、困難な問題、危機的な状況、ストレスといった要
素に遭遇しても、すぐに立ち直ることができる。

STEAMのAはArtsのA、
遊びのA？　

西村：「A」を、音楽・絵画などの芸術
と狭く解釈するとどうでしょうか。経
済活動においてはアート経済などの表
現もあって、デジタルプラットフォー
ムが整備されていく中では、仕事のス
タイルも働き方も変わってくる。中島
さんの言うようにみんながアーティス
ト、あるいはデザイナーのように仕事

ができるかもしれない。またイノベー
ションの創出、アントレプレナー育成
などの観点からは、アート思考がまず
重要で次にデザイン思考も求められ
る。特にアートは、全く新しい視点を
われわれに提供してくれるという意味
で、社会・経済の変革やイノベーショ
ンの源泉になる。
杉本：教育においては、少し専門的な
言い方をすると《機能》ではなく《構
造》の変容を促すのにアートの視点が
いると思います。長年、学校教育を見
ていて思うのは、変わらないこと。今
回のコロナ禍も、変化するための絶好
の機会だったのに、現場の多くは何と
か現状維持しようとしている。しかし
コロナ禍を経験した今だからこそ、多
くの課題を解決するために学校の構
造自体を変える必要がある。西村先生
は、自己決定を阻むものとして≪しが
らみ≫の存在を挙げておられます【注６】

が、なかなかそこから≪逸脱≫できな
い。
　そもそもデジタル社会が進化した
今、知識を得る方法は学校以外にいく
らでもある。そういう意味から、私は
音・美・体こそ学校教育の中心にすべ
きと考えています。アートと言い換え
てもいい。音・美・体には《遊び》の
要素が強く、正解がなく、それ自体が
自己目的的で、フロー体験（没入感）
などを通じて自己決定力、さらにはレ
ジリエンスなどを育てやすい。
西村：たしかに遊びは大事ですね。
アートでもスポーツでも、勉強でもそ
うですが、楽しんで、遊びながらやっ
ていく過程が最も成長を促すと言われ
ています。
杉本：近年はその遊びが減ったこと、
子どもたちがどんどん遊べなくなって
いることが問題です。“かくれんぼ”だけ

ではない。ただ、私はいわゆるゲーム
は遊びではないと考えています。それ
は、誰かが作ったルールで遊ばされて
いるだけで、プレーヤーはルール（構
造）を変えられないから。子どもはみ
んなが楽しく遊べるように、ルールを
変更することで、創造性、クリエイ
ティビティ―が育つ。
西村：あらゆる訓練法の中で優れてい
るのが《遊ぶようにする》ことですか
らね。ただ、それがわかっている指導
者は少ないかもしれません。学校では
教える内容はもとより、教え方そのも
のの変革がいるのではないでしょう
か？
杉本：OECDは2015年からEducation2030
プロジェクトをスタートさせました
が、その成果の一つが、2019年に日本
でも仮訳が出た「OECDラーニングコ
ンパス2030」。ここでは生徒が授業を
受動的に受ける《産業形態としての学
校教育》を根本的に見直し、子どもた
ちには新たな価値を創造する力、対立
やジレンマを克服する力、責任ある行
動をとる力などを身につけてほしいと
しています。19世紀、20世紀を通じて
学校教育の目的は、産業社会を支え、
発展させる人材の育成、つまり社会の
要請に応えようというものだったが、
これからは未来を創造できる、不確実
な未来を切り拓くことのできる人材育
成に転換しなければならないと。その
ためには、学びは学習者中心（主体的
なもの）で、音・美・体のようにプレ
イフルでワクワク感に満ちたものでな
ければならない。それが個人のウエル
ビーイング、社会のウエルビーイング
をもたらし、SDGsの達成にもつながる
と。
　その意味では、STEMにAが入ったこ
とで、これからの社会を創っていく教

育になっていくのではないか。また学
校教育に閉じないSTEAM教育にはその
可能性を感じます。
西村：STEAMと言うまでもなく、や
はり高校時代までは、将来の選択肢を
減らさないためにも幅広く学んでほし
い。2002年から、大学入試で数学を選
択した人の方が、非選択者より、社会
へ出てからの収入が高いという調査結
果を発表してきました【注7】が、これ
は、早目に数学を捨てて受験科目を絞
り込むことは将来の不利益につながる
とも解釈できる。
　大事なことは、「個に応じたSTEAM
教育」を目指すことです。確かに広く
学ぶことは発想の基をつくることにつ
ながりますが、かといってすべてが得
意になる必要はない。広く学ぶ中で、
得意なことを発見して深めていく。そ
して、自分の性格を含めて、個性を自
覚していく。公教育がその方向に向
かっていけるのならいいのですが、今
の学校、教員、入試制度でそれをいか
していけるかは疑問です。民間の教育
機関がそれを先取りして、「個に応じ
たSTEAM教育」を提供していくこと
で、公教育も変わらざるをえなくする
方が早いのではないかとも思っていま
す。実は2013年から、大阪市で教育委
員、その後は顧問として教育に関わっ
ていますが、ここでは、規範意識と学
力をコアとする、全人的な「個に応じ
たSTEAM教育」を目指しています。

【注6】　「自己決定できない人は・・・自分が何に縛ら
れているのかに気づいていないと思います。
　キャリアに主体性、オーナーシップを持つには、自分
を縛るものを失うことが第一歩。本業以外の世界を持
てば、それまで気づかなかった本業でのしがらみが見え
てきます」（東洋経済オンライン2020.7.15［コロナ後
キャリアは自分で決めるが鍵な理由］より）

【注７】　浦坂純子、西村和雄、平田純一、八木匡
「数学学習と大学教育･所得･昇進」日本経済研究 
46, 2002年（日本経済研究センター）その他。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して
～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（令和３年１月２６日中央教育審議会）より

（一般社団法人）子ども未来・スポーツ社会文化研
究所所長・代表理事
1975年:京都教育大学教育学部卒業。
1978年:筑波大学大学院修士課程修了。
1978年:広島大学総合科学部助手。
1986年:京都教育大学教育学部助教授。
1996年:同教育学部教授。
2000年:イェール大学・ロンドン大学客員研究員 
2010年:関西大学人間健康学部教授。
2012年:同学生センター副所長。
2014年:同大学院人間健康研究科教授。
　　　 博士（学術）筑波大学。
2020年から現職。京都教育大学名誉教授、関西大
学名誉教授。専門は子ども社会学、教育学、スポ―
ツ社会学。大阪府立清水谷高等学校出身。

対談その2 個に応じたSTEAM教育を ―教育の構造変容に期待
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あらためて

「大学入試のあり方に関する検討会議」
の出した結論

　さる７月８日文部科学省の「大学入試
のあり方に関する検討会議」は、2025年
以降の大学入試共通テストでの英語資
格・検定試験（以下英語民間試験）の活
用と記述式問題の導入について「実現は
困難」との提言を発表した。
　この検討会議は、2019年11月と12月に
発表された英語民間試験を活用した「大
学入試英語成績提供システム」及び大学
入学共通テストにおける国語・数学の記
述問題の導入見送りを受け、英語４技能
評価や記述式問題の出題を含めた大学
入試のあり方を検討するため、2019年12
月に設置され、2020年1月以来28回にわ
たって議論を重ねてきた。
　提言では、大学入学共通テストの枠
組みでの英語民間試験の活用について
は、試験によって会場数、受検料、実施
回数、また障害のある受験生への配慮が
異なること等、会議で指摘された課題を
短期間で克服することは容易でない。ま
たコロナ禍で民間試験の中止や延期が生
じ、外部の試験に過度に依存する仕組み
の課題が認識されることを理由に、大学
入学共通テスト本体並みの公平性等が期
待される中にあって、この方式の実現は
困難であると結論付けた。
　また、大学入学共通テストにおける記
述式問題の導入についても、一定の意義
はあるものの、50万人以上が同一日・同
一時刻に受験し、その成績提供が短期間
で求められることから、質の高い採点者
の確保や採点結果と自己採点との不一致
等の課題の克服は容易ではなく、実現は
困難であると結論付けた。
　その一方で提言では、総合的な英語力
評価や記述式問題が果たす重要性は認
め、各大学が行う個別試験において英語
民間試験の活用や記述式問題の出題を促
進すべきという考えを示した。

高大接続システム改革会議以来の
課題は解決されたのか

　2015年3月に設置された「高大接続シ
ステム改革会議」に委員として参加し
て以来、様々な形で大学入試改革の検討
に関わってきた立場から見ると、大学入
試共通テストでの英語民間試験の活用と
記述式問題の導入断念は妥当だと考える
が、各大学が行う個別試験において英語
民間試験の活用を促進することについて
は大きな疑念を感じる。以下のその理由
を述べる。
　提言で、「大学入試英語提供システ
ム」の見送りの段階等で指摘された課題
は、(1)地理的・経済的事情への対応が不
十分。(2)障害のある受験生への配慮が不
十分。(3)目的や内容の異なる試験の成績
をCEFR対照表を介して比較することに
対する懸念。(4)文部科学省の民間事業者
への関与の在り方。(5)英語民間試験の活
用に関する情報提供の遅れ。(6)コロナ禍
における英語民間試験の安定的実施の6
点である。
　各大学が行う個別試験において英語民
間試験を活用するにあたってもこれらの
課題の克服が不可欠であるが、その点に
ついての提言の記載は極めて不十分で具
体性を欠く。
　提言では、文部科学省のイニシアティ
ブにより、資格・検定試験団体と高大関
係者による恒常的な協議体を設け、低所
得層に対する検定料の減免、オンライン
受検システムの整備や高校会場の拡充、
障害のある受験生への合理的な配慮の推
進、成績提供の利便性の向上、問題集の
出版などを含む試験実施団体内部での利
益相反等の問題への対応のあり方、各試
験の質や水準等に関する第三者評価のあ
り方や調査研究の実施といったテーマに
ついて議論することが有益であると考え
られるとしている。恒常的な協議体とし
ては、さる5月14日に「大学入学者選抜
協議会」が設置され既に審議が始まって

いる。
　私も過去に同様な協議会に委員として
参加したが、委員は当然のことながら
それぞれ立場の違う団体等を代表して
おり、意見集約に時間がかかる。また一
つひとつの課題が大きく、課題解決に向
けては様々な調査や分析、関係者等から
の意見聴取が不可欠であり、場合によっ
ては協議会とは別にワーキンググループ
を設置する必要がある。文部科学省とし
てはこれらの改革を、新しい学習指導要
領で学習した高校生が受験する2024年度
中に実施する大学入試から実施すること
を考えているが、大学入試での大きな制
度変更は2年前に公表するというこれま
でのルールから考えると残された時間は
1年半しかなく、課題解決に向けての具
体的な方向性を出すことは非常に厳しい
と言わざるをえない。また、「大学入試
英語提供システム」導入で明らかになっ
たように、世界的規模で実施している英
語民間試験はオンラインを活用した受検
等、この提言に適合する形での実施形態
への変更は難しいと考えられ、各試験間
の差異は今まで以上に広がることは必然
である。

そもそも大学入試とは何か

　大学入試問題は受験生の学力が大学教
育を受けるに足り得るかどうかを見るも
のであり、学習指導要領や高校の学習実
態を踏まえて作成されている。しかし英
語民間試験はそれぞれが違った目的で作
成されており、これを大学入試で活用す
ることについては英語教育の専門家から
かねてより多くの指摘がなされている。
大学入学共通テストの枠組みの中での活
用については、資格・検定試験単独では
なく、当面は英語の共通テストと併用し
て活用するということで、慎重な立場の
方からも一定の理解は得られていたが、
単独での活用となると問題は別だ。ま
た、「英語提供システム」導入時に定め
られていた高校3年時に2回という制限を

なくしたことは、入試の早期化も招くこ
とになる。英語民間試験の活用促進の流
れの中で、既に一部の大学で行われてい
るように、英語民間試験で一定のスコア
をあげれば一般選抜における英語の成績
を満点にするというような方式が増えれ
ば、高等学校教育に及ぼす影響はきわめ
て大きい。
　活用推進の立場の方からは、既に総合
型選抜や学校推薦型選抜で活用している
ではないかという意見が多く聞かれる
が、これらの選抜では受験生の特筆すべ
き活動を評価する指標とされているわけ
で、一般選抜での活用とは全く意味が異
なる。また、既に導入している大学にお
いても、制度の妥当性について様々な意
見があるとも聞いている。
　また提言では、代替措置の例として経
済的事情への配慮等から民間試験を活
用しない選抜区分の設定等をあげてい
るが、それによって選抜区分間の公平性
が保たれない等、新たな課題も生じてく
る。各大学は、一般選抜において英語だ
け他の教科と異なる指標で判断すること
の妥当性や、民間試験活用によって生じ
る様々な課題についてしっかりと検討し
たうえで活用を判断すべきである。
　大学入試共通テストでの英語資格・検
定試験の活用と記述式問題の導入断念の
大きな要因は、文部科学省が、検討段階
で指摘されていた様々な課題について解
決の見通しを十分立てないまま、導入あ
りきで準備を進めたことにある。「大学
入試のあり方に関する検討会議」でもそ
の点についての総括は十分なされていな
い。そうした中で提言された各大学の個
別試験での英語民間試験の活用促進には
様々な点で大きな問題があり、このまま
では前回以上に大きな混乱を受験生や高
等学校教育に与えることになることは必
至である。実施に向けての検討の場とな
る「大学入学者選抜協議会」では、提言
ありきではなく様々な観点からの検討を
強く望みたい。

東京都立八王子東高等学校長  宮本　久也大丈夫？英語資格・検定試験の
個別選抜での活用促進

P r o f i l e
筑波大学卒。都立高校教諭、東京都教育庁指導部高等学校教育指導課長、指導企画課長等を経て都立西高等
学校校長(2012 ～17)、全国高等学校長協会会長、全国普通科高等学校長協会理事長(2015 ～17)。会長在
任中に高大接続システム改革会議委員、中央教育審議会初等中等教育分科会委員、大学入学希望者学力評価
テスト検討・準備グループ委員等多くの審議会委員を務める。2018年より現職。和歌山県立那賀高等学校出身。

１６歳から
の

大学論
第28回

P r o f i l e
１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局
学術調査官も兼任。２０１１～２０１４年総長学事補佐。専門は学
問論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究奨励賞、日本金属学
会論文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」講談社など。

京都大学  
学際融合教育研究推進センター 
准教授　宮野　公樹先生

　 今 年７月に 一 般 社 団 法 人「 S T E A M 
Association」を設立しました。この社団では「ほん
とうの学び」をコア・コンセプトにした、学び合いの
場を作るのがねらいです。
　今日、「学ぶ」という行為には目的が無いとダメ
みたいな感じになってます。例えば、昇進や、資格
や単位取得のためであったりと、今、この時代を生
きる我々は、「学ぶことが何かを得ること、新たに
何かを身につけること」、というようについつい考え
がちになってる。しかし、「学び」には、特段の目的
はいらないって私は思います。もちろん、自分の成
長やスキルUPも大事ではありますが、それらを超
えたところで、自分自身の感覚や感情を芯にして
学ぶってことが、最近忘れられてるように感じるわ
けです。

　言いたいのは、「学ぶ」っていうのは、本来、おい
しい、たのしい、うれしいなどと同じ我々の深い部
分に根付く喜びの感覚である、ということ。この人
間の純な本性としての学び（＝これは目的に先立
つので、「ほんとうの学び」と呼ぶことにします）を通
じてこそ、人は、自分の在りように気づくのだと思う
のです。何かを獲得するための学びを外向きとす
るなら、ほんとうの学びは内向き。「あぁ、私は、これ
が好きなんだ」「私が関心もつ事柄って、根っこに
こういう共通点があったんだ」「当時、知りたい！っ
て思っていたこと、今はそこまででない。なぜだろう」
といったようにです。
　今日、金持ちゲームも、学歴ゲームも、大企業
就職ゲームもだんだん終わりを迎えているといって
よく、DXの進展もあいまって、いっそう「予測不能
のなんでもあり社会」を迎え、結局、我 っ々て何が

したかったんだっけ？っていう問いが見直されてる
と思うんですよね。そういう今こそ、先に述べた「ほ
んとうの学び（＝自分の在りよう）」が必要と思うの
です。
　そして、この社団では、このほんとうの学び
の柱の一つに「STEAM」を置くことにしまし
た。STEAMとは、Science、Technology、
Engineering、Art、Mathematicsの頭文字で、
現在、「STEAM教育」というのは、世界各国にお
いて分野融合型かつクリエイティブな理工系人
材を育成する目的の下に推進されています。しか
し、この社団法人は、我が国のSTEAMを振興し
ます！といった考えは持っていません。なぜなら、今、
STEAM！STEAM！と叫んでいても、時代が変われ
ば、BEYOND-STEAM、とか、Next-STEAMな
んて言いだす　かもしれませんでしょ？

　この社団法人では、あくまで「STEAM」は入り
口とし、既存のSTEAM教育をさらにもう一回り広
く深く捉え直して社会に問うことをねらいとし、「そも
そもSTEAMとは何か。いやむしろ、STEAMなるも
のを掲げて何を推進しようとしているのか？」といっ
た俯瞰的で根源的な思考を何より重視します。つ
まり、STEAMというキーワードの登場を、「科学技
術と人類の関係についての新たな考え方を得る
契機」として受け止め、歴史や哲学など人文・社
会科学系の観点を含め、STEAMのAをリベラル
アーツのAとして強調し、STEAMという概念を問
い直したいんです。
　まず最初は、我が国の研究者を対象とした事
業を展開していく予定です。読者の方でご関心の
ある方は一般社団法人STEAM Association
で検索を。

筆者、ついにSTEAM Associationを旗揚げ！

「無知の知」の体現こそ特別編

どうなる？これからの大学入試
特別寄稿
1
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共通教科「情報」は、
指導要領の改訂でどう変わるか

昨今の大学入試改革は混乱を極め、文
部科学省は2021年7月30日に英語民間試
験や記述式問題の導入を正式に断念する
と発表した。それと同時に発表されたの
が、2025年度の大学入学共通テストへの
教科「情報」の導入である。今や、大学
入試改革の焦点は教科「情報」に移って
いる。

それでは、開始まで秒読みとなった高
等学校の新学習指導要領によって、2022
年度から教科「情報」はどのように生ま
れ変わるのか。

現行の学習指導要領においては、ほと
んどの高校生が「社会と情報」か「情報
の科学」（いずれも2単位）のどちらか一
方の科目を学んでいる。その内容は、大
雑把な言い方をすると「社会」が文系寄
りで、「科学」が理系寄りである。小学
校への導入で脚光を浴びているプログラ
ミング教育は「科学」の方に含まれてい
る。「社会」と「科学」のどちらを学ぶ
かは各校ごとに決めることができ、現行
の設置割合は「社会」：「科学」≒８：２
程度と、「社会」の側に大きく偏っている。
そのため、プログラミングを教えている
高校は実は少数派で、学校間の格差も大
きい。また、大学入試にも（ほぼ）出な
いため、教員も育成されにくい。

このような現状を改善するため、 2022
年度から実施される新しい学習指導要領
では、全ての高校生が共通必履修科目「情
報Ⅰ」を等しく学ぶこととなった。学

習内容は一新され、「科学」的な内容が
一気に増えると同時に、問題の発見・解
決に重点が置かれるようになった。現行
の科目に比べてレベルも一段と高度にな
り、「情報Ⅰ」の後に学ぶ選択科目とし
て「情報Ⅱ」も用意された。これらを教
える教員を育成するため、文部科学省は

「教員研修用教材」や「実践事例集」ま
で念入りに準備している。

このように、高等学校の教科「情報」
は一気にその充実化が図られようとして
いる【図】。

いったいどのような問題が
出題されるのか

2021年3月24日、大学入試センターが
「情報Ⅰ」のサンプル問題を公開した（こ
れに先立ち2020年11月に「試作問題（検
討用イメージ）」というものも出ている）。
プログラミングの問題も出ており、私の
周りでは「難しい！」という感想の教員
が多いが、全国平均を5 ～ 6割程度に設
定する大学入試としてはこれくらいのレ
ベルが妥当ではないかとも思う。まだご
覧になっていない方がいれば、大学入試
センターのWebページで公開されている
のでぜひ一度見ていただきたい。

このことは報道でも大きく取り上げら
れた。その論調はおしなべて、「小中学
校に加えて、高等学校でもプログラミン
グ必修化！」といったものだったから、
さしあたって、「情報科でプログラミン
グを学ぶ！」とか「情報科が大学入試に
入る！」といったイメージを日本中に広
めることにはある程度成功したように感

じられる。
しかしここで大きな疑問が生じる。そ

れは教科「情報」の内容がこれほどまで
に「プログラミング重視」「コンピュー
タ中心」になってよいのかという疑問で
ある。この春、一斉に各学校に配られた
新しい検定教科書の見本本にも「プロ
グラミング」や「コンピュータ」といっ
た文字が溢れかえっており、内容が一気
に「科学」寄りに舵を切った印象である。
この極端な動きには違和感があると言わ
ざるを得ない。

この違和感についてもう少し詳しく述
べたい。

そもそも、教科「情報」の目標は【図】
の通りである。つまり、教科「情報」では、
まず何よりも「情報とは何か」を学ぶこ
とが重要なのではないか。教科「情報」
はプログラミングやコンピュータだけを
学ぶ教科ではないのである。上で述べた
報道のような偏った認識のままでは、「情
報＝コンピュータ」だと誤解する高校生
がたくさん生まれてしまう。これはなん
とも心もとない。

「情報」の概念というものは、コン
ピュータだけにとどまらないのは明らか
である。例えば、日常生活でも「この
分厚い本から得られた情報はほとんどな
かった」というようなことが起こり得る
が、この場合の「情報」は、ビットやバ
イトといった「データ量」といったいど
のような関係があるのか。こういったこ
とをきちんと理解するのが教科「情報」
なのではないか。

ここで、「情報とは何か」という問い
に正面から挑んでいる研究者とその学問
の内容について紹介したい。

情報学者であり、東大名誉教授の西垣
通氏は「基礎情報学」という学問を提唱
している。基礎情報学は、まさに「情報」
についての学問であり、「情報とは何か」
が明確に定義される。基礎情報学におい
て、情報とは、生物とっての「意味作用
を起こすもの」と定義され、「生命情報」、

「社会情報」、「機械情報」の３種類に分
類される。

基礎情報学では、情報のもつ「意味」
に着目する。ここでいう「意味」とは、
別の言い方では「価値」である。すなわち、
情報は、「誰（どの生命）にとって意味（価
値）があるのか」が重要である。基礎情
報学において、「情報」とは、生命と密
接に関連し合った、生命とは切り離せな
い存在として考えられるのである。

そもそも情報とは？

このような研究をふまえるならば、「情
報」という概念がコンピュータをはじめ
とする情報技術の枠内でしか扱われない
のだとすると、せっかくの新しい高校の
教科「情報」はその十分な役割を果たせ
ないのではないか。

誤解のないように断っておくが、私は
情報技術の科学的理解に関する教育が

不要だなどと言っているのでは全くな
い。むしろ、そういった教育は大変重要
だと考えている。私は約20年前に工学部
の情報学科を卒業し、大学院では情報学
の学位を取得した。こういった情報科学
教育の社会的な意義について十分に理解
しているつもりである。しかし、いやだ
からこそ、この「情報＝コンピュータ」
と安直に考えてしまう世の中の風潮に強
く「待った」をかけたいと思うのである。
教科「情報」で教えるべきことは情報技
術だけではない。

前述の西垣通氏は、著書『新　基礎情
報学』の中で次のように述べている。

「『“情報” イコール “コンピュータ”』
という狭い公式から急速に脱し、情報と
いう概念を、『情報／コミュニケーショ
ン／メディア』という人間の心理的／社
会的な関係のなかで、深くとらえ直さな
くてはならない」と。

重要なので繰り返すが、プログラミン
グやコンピュータを扱うだけが情報教
育ではないのである。もちろんPythonや
JavaScriptなどを学ぶことも必要である。
しかしながら、人工知能やIoT、ビッグ
データが急速に普及・発展していくこれ
からの情報社会を生きていく私たちは、
なにより「基礎情報学」を背景とする「情
報とは何か」について、まずはきちんと
学ぶことが必要である。

（下記に参考文献を挙げる。「基礎情
報学」の入門書は、『生命と機械をつな
ぐ知』。他に多くの読みやすい新書も出
ている。）

参考文献
西垣通著『基礎情報学』NTT出版、2004
西垣通著『続　基礎情報学』NTT出版、2008
西垣通著『生命と機械をつなぐ知』高陵社書店、2012

【★最もオススメの入門書】
西垣通監修、中島聡編著『生命と機械をつなぐ授業』高
陵社書店、2012
西垣通著『新　基礎情報学』NTT出版、2021

「情報とは何か」を扱う授業実践の報告は以下。
https://www.wakuwaku-catch.net/jirei1896/

筆者の論文は以下を参照。
◦藤岡健史、大西洋: 「情報一般の原理」を学ぶ情報教

育カリキュラムの開発と評価―日本学術会議の参照基
準に基づいた高校情報科の刷新に向けて―、 日本情
報科教育学会第９回全国大会講演論文集、 3-B-2、
2016.

◦藤岡健史、大西洋: 専門科目「情報学基礎」における
文理融合型情報教育の実践と評価、 日本情報科教育
学会第１０回全国大会講演論文集、 1-A-3、2017.

◦藤岡健史、中村央志、大西洋: 3年目を迎えた専門科目
「情報学基礎」――次期指導要領における「情報Ⅰ」
を見据えたプログラム開発、 全国高等学校情報教育
研究会第１１回全国大会（秋田大会）、 August 9-10、 
2018.

京都市立堀川高等学校情報科教諭　京都大学非常勤講師　藤岡　健史
P r o f i l e
京都大学工学部情報学科卒業、京都大学大学院情報学研究科修士課程修了、京都大学大学院情
報学研究科博士後期課程修了、博士（情報学）京都市立堀川高等学校教諭、京都市立塔南高等学
校教諭、京都市立西京高等学校教諭を経て、2019年から京都市立堀川高等学校情報科・数学科教
諭（情報科主任／教育研究・研修指導員）、京都大学非常勤講師、大阪府立茨木高等学校出身。

どうなる2025年度入試！？
――新しい教科「情報」をめぐって

情報 Ⅱ
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の
発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報
技術を適切かつ効果的、創造的に活用し、情報社会に主体的に参画し、そ
の発展に寄与するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）多様なコミュニケーションの実現、情報システムや多様なデータの活
用について理解を深め技能を習得するとともに、情報技術の発展と
社会の変化について理解を深めるようにする。

（2）様 な々事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向け
て情報と情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用する力を養う。

（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに、新たな価値の創造を目指
し、情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与する態度を養う。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（1）情報社会の進展と情報技術 
（2）コミュニケーションとコンテンツ 
（3）情報とデータサイエンス 
（4）情報システムとプログラミング 
（5）情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究

情報 Ⅰ
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題
の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するた
めの資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用につ
いて理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりに
ついて理解を深めるようにする。

（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、 問題の発見・解決に向
けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参
画する態度を養う。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（1）情報社会の問題解決 
（2）コミュニケーションと情報デザイン
（3）コンピュータとプログラミング
（4）情報通信ネットワークとデータの活用

情報の科学
情報社会を支える情報技術の役割や影響を
理解させるとともに、情報と情報技術を問題
の発 見と解決に効果的に活用するための科
学的な考え方を習得させ、情報社会の発展
に主体的に寄与する能力と態度を育てる。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
(1) コンピュータと情報通信ネットワーク
(2) 問題解決とコンピュータの活用
(3) 情報の管理と問題解決
(4) 情報技術の進展と情報モラル

社会と情報
情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を
理解させ、情報機器や情報通信ネットワーク
など を適切に活用して情報を収集、処理、表
現するとともに効果的にコミュニケーションを
行う能 力を養い、情報社会に積極的に参画
する態度を育てる。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
(1) 情報の活用と表現
(2) 情報通信ネットワークとコミュニケーション
(3) 情報社会の課題と情報モラル
(4) 望ましい情報社会の構築

図　改訂前と改定後の共通教科情報科（文部科学省 高等学校学習指導要領より）

今春の大学入学共通テストの開始で、第一のステージが始まった「新入試」。その第2のステージの入り口と目されるのが2025年度入試。
この春には、新入試に不可欠なアドミッションオフィサーの養成を目的に、「大学アドミッション専門職協会（ＪＡＣＵＡＰ）」【前号参照】も立ち上がるなど、
少しずつだが前に進み始めている。今夏出された「大学入試のあり方に関する検討会議」の提言について、
また2025年度入試での取り扱いに注目の集まる共通教科「情報」について、高校現場のお二人の先生にご寄稿いただいた。

特別寄稿
2
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早稲田大学 入学センター TEL 03-3203-4331 
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1 https://www.waseda.jp/inst/admission/

E-mail nyusi@list.waseda.jp

多種・多様な学内奨学金
（およそ150種類・すべて給付型）
で学生を支援

日本で
トップクラスの
充実度

日本で
トップクラスの
充実度

日本で
トップクラスの
充実度

日本で
トップクラスの
充実度

日本で
トップクラスの
充実度

日本で
トップクラスの
充実度

※詳細は募集要項（奨学課ウェブサイトよりダウンロード）をご参照ください。 https://www.waseda.jp/inst/scholarship/

申請資格(抜粋） 申請期間 奨学金額・支給期間 採用予定人数

主
な
入
試
前
予
約
採
用
給
付
奨
学
金

めざせ！
都の西北奨学金

一都三県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に設置された
国内高等学校もしくは中等教育学校を、2021年3月卒業見込み
の者または2020年3月以降に卒業した者。

（注）通信制高校は一都三県以外に在住。専修学校の高等課程修了
者、高等専門学校3年次修了者を含む
一般選抜・共通テスト利用入試、総合型選抜、学校推薦型選抜
(指定校推薦入試を含む）で受験する者。

第2回
1月6日(水）～
1月20日(水）
消印有効

入学学部に応じ
毎年45・65・70万円を給付
※国の修学支援制度と併給の
場合には毎年10・15・20万円を
給付
４年間継続

採用候補者
1,200名

（第1回、第2回合計）

紺碧の空奨学金

①児童養護施設に高等学校卒業まで入所する者、または高等学
校在学時は児童養護施設に入所しており卒業時に退所してから2
年以内の者。
②小規模居住型児童養育事業（ファミリーホーム）に高等学校卒
業まで入所する者、または高等学校在学時は小規模居住型児童
養育事業（ファミリーホーム）に入所しており卒業時に退所してから
2年以内の者。
③養育里親家庭への委託措置を高等学校卒業まで受ける者、ま
たは高等学校在学時は委託措置を受けており卒業時に委託措置
が解除されてから2年以内の者。

今年度は
終了

①入学検定料および入学
金免除②授業料、実験実
習料等、その他諸経費を
免除③月額9万円を給付　
原則として在学中4年間の
継続支援

若干名

大隈記念奨学金 学業優秀者 入学後 40万円（年）単年度支給 学部104名以内
研究科45名以内

校友会給付奨学金
経済的に修学困難な学生等

入学時
および
入学後

40万円（年）単年度支給 35名

小野梓記念奨学金 40万円（年）単年度支給 学部200名
研究科188名
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出願前に採用内定が決定

給付期間は4年！！

https://www.kansai-u.ac.jp/scholarship/奨学支援グループホームページ
https://www.kansai-u.ac.jp/nyusi/

関西大学「学の実化」入学前予約採用型給付奨学金
2021年度入試受験予定者対象
一般入試・共通テスト利用入試の出願前に採用内定が決定する【返還義務のない】給付奨学金制度です。
※本奨学金の申請・選考結果は、入学試験の得点や合否に影響を与えるものではありません。　※本奨学金への申請や採用内定をもって他大学への受験や進学を制限することはありません。
※高等学校での評定平均値や、家計支持者の所得金額による基準があります。申し込み前に、必ず関西大学奨学支援グループのWebサイトをご確認ください｡
※国の修学支援新制度の対象者は、給付額が減額調整されます。詳細については奨学支援グループまでお問い合わせください。

給付金額：年額30万円～55万円（学部・出身高校の地域により異なる）
給付期間：標準修業年限（4年間）（継続審査あり）　申請受付期間：2020.11.5（木）～12.2（水）※最終日消印有効

奨学金に関するお問い合わせ　学生センター奨学支援グループ
入試に関するお問い合わせ　入試センター 関西大学入学試験情報総合サイト Kan-Dai web

昨年採用内定実績
約200名

申請から採用までの流れ

奨学金募集要項
ダウンロード開始

申請書類
の提出（郵送）

選考結果
通知

入学試験
出願・受験

関西大学入学
（本採用手続き）

◆2020年度入学生の実績を記載しており、今後、変更が生じる可能性があります。
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武蔵工業大学の伝統と研究力を受け継ぐ――

 世田谷キャンパス      

 横 浜 キ ャ ン パ ス      

 等々力キャンパス      

理工学部／建築都市デザイン学部／情報工学部（世田谷区・尾山台）

都市生活学部／人間科学部（世田谷区・等々力）※2022年4月、世田谷キャンパスに移転予定

環境学部／メディア情報学部（都筑区・中川）

［お問い合わせ］ 入試センター　TEL.03-5707-0104（代） 都市大 HP  https://www.tcu.ac. jp検索

入試方法 出願締切 試験日
共通テスト利用入試〈前期５教科基準点型〉

1/14(金) 独自試験なし
共通テスト利用入試〈前期３教科型〉
一般選抜（前期） 1/22(土)※1 2/1(火)、2(水)、3(木)
一般選抜（中期） 2/13(日)※1 2/20(日)
一般選抜（後期） 2/26(土) 3/4(金)
共通テスト利用入試〈後期３教科
グループディスカッション型〉 3/9(水) 3/14(月)

詳細はホームページおよび入試要項にてご確認ください　※1 学外試験場希望者は締切日前日まで

1/6（木）より出願受付開始〈インターネット受付のみ〉

●入試トピックス
〇共通テスト利用入試〈前期５教科基準点型〉を全学科で導入
　基準点以上の得点で、受験者数に関係なく合格確約
〇英語外部試験の利用が可能に【一般選抜（前期・中期）】
〇試験日自由選択制でチャンス拡大【一般選抜（前期）】
〇特待生制度(授業料全額免除)、入学検定料の併願割引制度あり

　本紙が前２号に渡ってお伝えしてき
た東京都市大学の新機能カリキュラム。
2021年度から理工学部の機械工学科・機
械システム工学科・電気電子通信工学科
で導入され、現在、計380名から選抜され
た117名が３学科を横断した探求型のプ
ログラムに取り組んでいる（次年度から
は理工学部全７学科のプログラムに拡
大予定）。このプログラムは、従来型の、
専門科目に主軸を置いた124単位カリ
キュラムに対して、多彩なPBL（Problem 

Based Learning）科目を中心に配置し、専
門科目についても複数の学科を横断し
て選択していく新しい124単位カリキュ
ラムである（詳細は前号７月号Vol.143参
照）。今号では、このプログラムにおいて
特に独自性の高い科目「ひらめきづくり
(1) ～ (5)」「ことづくり(1) ～ (5)」「ひとづ
くり(1) ～ (5)」のうち、このプログラムの
マインドの基本となる「ひらめきづくり
(1)」について紹介する。

　授業概要を上に紹介したが、その名の
通り、「ひらめきづくり（１）」は新しいア
イデアを創発することを目的に、最終的
なプレゼンテーションでは新しい事業
計画を「企画シート」にして、①ターゲッ
ト②コンセプト③問い④ひらめき⑤技
術というストーリーでまとめていく【右
上図】。単なるアイデアの発表ではなく、
大学におけるアカデミックな授業とし

て展開していくため、探究の基本理論と
ともに計測や分析手法を学び、加えて現
在の社会的課題やGAFAM（世界的に影
響力を持つGoogle、Amazon、Facebook、
Apple、Microsoftの頭文字を取った呼
び名）の躍進事例なども理解した上で、
グループワークを進める。授業を担う
のは、理工学部長でプロジェクト・リー
ダーの岩尾徹教授と、産業界から招聘し

ＰＢＬ授業「ひらめきづくり(1)」

東京都市大学の　新ファンクション（機能）プログラム

ひらめきづくり（１）

科目概要　Course description
スタートアップベンチャーの事例を学び、常識を打破する「ひらめき」を生み出すアイディ
ア脳をどんどん磨いていく。不確実な時代の「最適解」や「ゲームチェンジ」のセンスを
養う。

授業の具体的な進め方　Classroom flow 参考資料や配布資料をもとに授業を進める。すべての回において、アクティブ・ラーニング
（教え合い、グループディスカッションとプレゼン、並びに、全体討論）による授業を行う。

授業計画　Schedule

さらば、すべてのブレーキランプ。

た講師陣【下一覧参照】。ものづくりに必
要なアイデアの創出やベンチャー育成、
SDGｓに関連する企業活動などについて
のスペシャリストで、授業外の個別面談
では学生一人ひとりの潜在能力を引き出
そうと、きめ細かな教育に力を入れる。
　受講生からは、自由にアイデアの出し
合える授業を歓迎する声に加えて、「ディ
スカッションのやり方やひらめきを生む
のに基礎となる知識、アイデアを出すた
めのメソッドをたくさん学べて有意義
だった」「社会の評価軸に触れられた」な
どの声も多く、科目の目標がしっかり実

現されていることがうかがえる。
　ここで構築されたマインドは、ものづ
くりの技術を支える理工系専門科目の選
択においてだけでなく、後に展開される

「ことづくり」「ひとづくり」の授業で、エ
ネルギー問題、ポストコロナにおける産
業界のDX、ゲームチェンジなど、近未来
の予測を加えながら、より現実的な全体
最適解を目指していくのにおおいに役立
つはず。知的集約型社会を支える人材育
成と、新しい大学教育のカリキュラムス
タイルとして期待される新しいプログラ
ムの姿が、いよいよ明らかになってきた。

その3
授業紹介編

ゲームチェンジ時代の製造業を切り拓く づくりプログラムとは？「ひらめき・こと・もの・ひと」

第1回 introduction 授業の目的とゴールの共有／探究活動とスタートアップ・ベンチャーマインドに触れる
第2回 探究とは何か？ 「探究」と「探求」／「質問」と「問い」／課題解決とは／専門と領域横断について
第3回 探究へのいざない（１） 「計測」「制御」「分析」…専門領域のリソースを知り、問いをたてる
第4回 探究へのいざない（２） 「計測」「制御」「分析」…問いから領域横断の課題を発見する
第5回 探究活動のスタート プレゼンテーション／問いと課題の共有／４年間の探究の旅へ礎づくり
第6回 デザイン思考へのいざない マインドマップ作成／デザイン思考の時代／６つの感性／興味あるビジュアルの収集

第7回 デザイン思考的
新たな切り口の作り方（１） インプット・ジャンプ・アウトプットの思考術／ヒット商品のポイント

第8回 デザイン思考的
新たな切り口の作り方（２）

インプット・ジャンプ・アウトプットの思考術／グループワーク／スタートアップベンチャーの
リサーチ

第9回 スタートアップとベンチャー
のマインドに触れる

ヒット商品のポイント解説／スタートアップとベンチャーの違い／グループワークのマイン
ド調査

第10回 GAFAMに学ぶ
デザイン思考

ＧＡＦＡＭに学ぶ／課題発表／プレゼンフォーマット提示／ルーブリック共有／グループ
ワークの作法

第11回 グループワーク（１） 社会に役立つモノやサービスのアイディアを創ろう１
第12回 グループワーク（２） 社会に役立つモノやサービスのアイディアを創ろう２
第13回 プレゼンテーション
第14回 closing 振り返りセッション／当講義を通した自己評価とグループ内他己評価

杉浦正吾，SUGIURA,SHOGO博士（環境学）【特任教授】
大学院生時代に起業。以降、企業のソーシャル・コミュニケーション／SDGsブランディング／ESGコンサルティング、ESDプログラム開発など
に従事。クライアントは、三井物産、東京電力、伊藤園、ミニストップ、大塚製薬、東京ガス、日建設計グループなど。地方創生視点で尾瀬国立
公園の地域リブランディングを手掛ける。三井物産と開発のESD「サス学」は2016年日本環境共生学会活動賞、2020年「青少年の体験活
動推進企業表彰」文部科学大臣賞受賞。三菱総研小宮山理事長とプラチナ社会形成における人材育成プロジェクト、プラチナマイスター・
アカデミー運営にも従事。武蔵野大学客員教授。
株式会社プラチナマイスター代表取締役https://platinum-meister.com/
一般社団法人サステナビリティ・エンパワーメント代表理事https://sep-inc.co.jp/

岸和幸, KISHI,KAZUYUKI キシエンジニアリング（株）代表取締役 
大学卒業後、ＩＴ企業でＳEとして金融保険系のシステム設計・開発に従事。人間社会を支える生物多様性・生態系の大切さ に気付き、2001
年より（株）リコーの社会環境本部で、シニアスペシャリストとして生物多様性保全活動を推進。行政や NGOと協働した課題解決型活動は、
国内外から高く評価され、生物多様性COP10では先進事例として紹介される。2012年独立後、「人と自然を調和しながら、持続的な未来を
共創する」をテーマに、企業のサステナビリティ経営（コンサルティン グ、研修講師、レポート制作、ファシリテーション）を支援。得意分野は、歴史

（高校3年共通模試・日本史全国５位）。環境省. 森林保全活動における民間企業とのパートナーシップ構築方策検討調査委員、 JBIB（企
業と生物多様性イニシアティブ） 
R&D部会長、東北大学.生態適応コンソーシアム運営委員。共著「企業が取り組む「生物多様性」入門」。

瀬戸久美子，KUMIKO SETO コンテンツディレクター 
大学在籍中に米国でジャーナリズムを学ぶ。卒業後は日経BP社に就職し、『日経ビジネス』記者や『日経WOMAN』『日経 TRENDY』副編集
長などを歴任。柳井正氏やハワード・シュルツ氏など500人以上の経営者やリーダーをインタビューすると同時に、東日本大震災の現地報道に
も携わる。日経WOMANでは2500人以上の働く女性たちのキャリアを追い、日経 TRENDYでは「ヒットを生むマーケティング」の観点から世
の中の動きを分析。2019年に独立し、現在は国境を越えて「世界をよくする」に取り組むスタートアップやベンチャー企業を中心に取材を続け
るほか、コンテンツディレクターやインタビュアー、ファシリテーターとして活動している。 
・日本外国特派員協会プロフェッショナル／ジャーナリスト・アソシエイト・Forbes JAPAN オフィシャル・コラムニスト


